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主催事業

●危機管理産業展2018／テロ対策特殊装備展’18
    2018年10月10日～12日

●東京国際消防防災展2018 
    2018年5月31日～6月3日

●日本国際工作機械見本市（JIMTOF)
   2018年11月１日～6日

●国際航空宇宙展2018東京
　2018年11月28日～30日

●中小企業の海外出展補助（国際事業）
・ベルリンエアーショーTMAN出展・運営業務　4月25日～29日

●国際組織との連携
・Global Exhibition Dayへの参加　6月6日
・UFI International Fair Poster Competition ｢JIMTOF2018｣ ２位入賞　9月
・UFI Global Congressでのスポンサーブース出展（ロシア）　10月30日～11月4日
・ASIAN MICE FORUM 2018（台湾）での社長スピーチ　9月10日～13日

●TOKYO GLOBAL GATEWAY（英語村）の
　開設(タイム24ビル） 2018年9月

●国際水協会(IWA)世界会議・展示会の
　開催 2018年9月16日～21日

●産業交流展2018の開催
　2018年11月14日～16日

東京都および国際組織との連携・協力

●アウェアネスカラーライトアップ　年間13回
●ACTIVE KIDS FESTA in TOKYOBAY ARIAKE
　2018年4月21,22日、10月27,28日
●TFTビル　ランチコンサート
　2018年7月,11月,12月
●STAND UP SUMMIT 2018／STAND UP FESTIVAL
　2018年8月6,7日
●東京味わいフェスタ2018 in
　 臨海副都心　
　2018年9月21日～23日
●有明・冬フェス2018 
　東京国際プロジェクションマッピングアワードVol.3
　2018年11月17日
●東京消防出初式
　2019年1月6日

地域貢献・CSR活動

東京ビッグサイトは新たに２つの展示棟を備え、
世界有数の国際展示場・MICE拠点として 
経済の活性化や臨海地域の賑わい創出に寄与していきます。

　青海展示棟は、A・B2つのホールから成る展示面積約23,200

㎡の展示棟で、既存棟と併催される展示会開催時には、シャト

ルバスを運行し、利便性を高めてまいります。

　さらには、本年7月の稼働に向けて、「南展示棟」の建設工事

を進めております。南展示棟は、2層構造で4つのホールから

成る展示面積約20,000㎡の展示棟で、会議棟と連絡通路で

結ぶことで一体感を高めてまいります。

　弊社ではこのほか、案内サインを改善し、わかりやすい空間

デザインと組み合わせた効果的な案内誘導を実現するととも

に、コミュニケーションボードを設置することで、障害をお持ち

の方々にも安心してご利用いただける仕組みを導入するなど、

すべてのお客様がより快適に、より安全・安心に当施設をご利

用いただけるよう、施設環境の改善に取り組んでまいります。

　事業運営に目を転じますと、3月に、UFI（国際見本市連盟）

アジアパシフィックコンファレンス2019を開催いたします。

弊社はホストとして、国内外の展示会産業関係者約250人が

一堂に会するこの国際会議を適切に運営してまいります。

　10月には、「危機管理産業展2019」と「第46回東京モーター

ショー2019」が開催されます。弊社では会場管理・運営事業

および展示会主催・運営事業を通じ、経済の活性化や展示会

産業の振興および臨海地域の賑わい創出に引き続き寄与して

まいります。

　このほか、弊社は有明パークビル、ＴＦＴビルおよびタイム24

ビルを有し、多くのお客様にご利用いただいております。タイム

24ビルでは、昨年9月に、東京都による体験型英語施設「Tokyo 

Global Gateway（英語村）」がオープンし、多くの小中高生が

参加するなど新たな賑わいが生まれております。

　本年は、これまで以上に賑わい創出に向けたイベントを開催

し、臨海副都心地域の盛運と、利用者の皆様が喜んでいただけ

るサービスの提供に努めてまいります。

　最後になりましたが、本年が皆様にとりまして実り多き一年と

なりますよう心から祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせて

いただきます。

新年明けましておめでとうございます。

　2019年の年頭にあたりまして、謹んでご挨拶申し上げます。

　東京ビッグサイトをご利用の主催者、展示会関係企業および

来場者の皆様、また、各ビルをご利用のテナントの皆様には、

日頃より弊社の事業運営に格別のご理解とご協力を賜りまし

て厚く御礼申し上げます。

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催まで

約１年半となりました。東京ビッグサイトは、大会期間中メディア

センターとして国内外の多くのメディア関係者の拠点となりま

す。大会時には、全世界に向けてMICE拠点としてのベイエリア

の魅力を発信できるよう、各方面の方々と連携・協力してまいり

ます。

　さて、昨年を振り返りますと、弊社主催の展示会として6月に、

5年ぶりとなる「東京国際消防防災展2018」を開催いたしま

した。10月には、危機管理に関する最新情報や製品を一堂に集

めた「危機管理産業展2018」を開催し、11月には、最新鋭の

工作機械およびその関連機器等が一堂に会する「第29回日本

国際工作機械見本市」、航空宇宙関連産業の振興を目的とする

日本最大の「国際航空宇宙展2018東京」を開催いたしました。

いずれの展示会も国内外から多くの方々にご来場いただきま

して、産業振興と臨海地域の賑わい創出に寄与いたしました。

　また、8月には、東北・東京の総勢300名の中・高・大学生が参

加した「STAND UP SUMMIT 2018」を開催し、東日本大震災

の復興を支援いたしました。12月には、日本のコンテンツ産業

の活性化に向け、「有明・冬フェス2018東京国際プロジェクシ

ョンマッピングアワードVol.3」を開催し、5,000人以上の方々

にご来場いただき、お楽しみいただきました。

　本年については、4月に、青海地区において仮設の展示棟とな

る「青海展示棟」を開設いたします。                                                     

株式会社　東京ビッグサイト
代表取締役社長

石 原　清 次



・「コミュニケーションボード」は、日本語や会話による意思
疎通が難しい場合に、イラストの指差によりコミュニケーシ
ョンをとるツールです。館内総合インフォメーションと当社
受付に設置しています。
・社員向けに「ユニバーサルマナー研修」を実施した他、障が
い別の対応マニュアルを作成し、施設内店舗に配布しまし
た。ソフト面を改善する
ことで、どなたにもご利
用いただきやすい施設を
目指します。

●青海展示棟の概要
構造規模：鉄骨造地上１階建て
建築面積：約24,800㎡　延床面積：約24,700㎡
展示面積：約23,200㎡

●南展示棟の概要
構造規模：鉄骨造地上５階建て
（立体駐車場：地上７階/約350台）
建築面積：約26,000㎡　延床面積：約66,500㎡
展示面積：約20,000㎡（約5,000㎡×4ホール）

■2019年7月、いよいよ２層構造の新しい展示棟が開業します。

●屋根全面に太陽光発電設備を設置
●屋上緑化・壁面緑化
●屋内に使用する不燃木の仕上げ材により、
　自然の温もりが感じられる展示棟

■2019年4月、青海地区に
仮設展示棟が開業します。
総展示面積約23,200㎡の青海展示棟は、耐荷重5t/㎡の
コンクリート床で、多様な展示会ニーズに対応します。
りんかい線「東京テレポート駅」、ゆりかもめ「青海駅」
「お台場海浜公園駅」を最寄りとし、アクセスも便利です。

※完成イメージ図

※完成イメージ図

※イメージ

※イメージ

※イメージ

※2018年12月現在の様子

※2018年12月現在の様子

コミュニケーションボードの設置
障がい者対応マニュアル

もっと集まる、さらに拡がる
世界最大クラスの発信拠点へ。

南展示棟

青海展示棟

より快適でスマートな施設環境を実現します。

●事件・事故防止対策
・エスカレーター内の歩行による
転倒、衝突等の事故防止のために、
警備員・自動音声装置・サイン看板
による注意喚起を実施しています。
・ウェアラブルカメラを装備した
警備員が巡回し、イベント状況に合
わせた臨機応変
な警戒を行って
います。

ゆりかもめ「国際展示場正門駅」は、２０１９年３月に
「東京ビッグサイト駅」に改称します。１日平均約１万
人を超える駅名の改称により、東京ビッグサイトへの
アクセスは、よりわかりやすくなります。

りんかい線「国際展示場駅」から東京ビッグサイト
に向かう屋根付き歩道に設置している案内板の
掲載内容を改善しました。近隣のホテルや施設を
ご案内し、臨海地域の周遊性を高めます。

南展示棟の増設に伴い、館内サインの改修を行っ
ています。施設やサービスを色で区別し、白を
基調とした内照式を要所に採用することで、
初めてご来館いただく方や外国人のご来場者にも
わかりやすいサイン
となっています。

■周辺案内図

青海展示棟

水上バス
東京ビッグサイト
水上バス

東京ビッグサイト
発着所発着所

約1.5km
P

P 臨時駐車場

りんかい線「国際展示場駅」

ゆりかもめ「青海駅」

ゆりかもめ「国際展示場正門前駅」

ゆりかもめ「お台場海浜公園駅」

南展示棟

徒歩 約　　　分4

徒歩 約　　　分2

徒歩 約　　　分6

りんかい線「東京テレポート駅」

ゆりかもめ駅名を変更
屋根付き歩道の
地域案内板を整理 館内サインを改善

●各種訓練・講習
・消防法による自衛消防訓
練(年３回)、不審者対応訓
練、主催者との合同自衛消
防訓練(年48回)を実施し、
東京ビッグサイトの安全・
安心に努めています。
・2018年2月には、警視庁の
協力を得て、主催者警備連携
合同訓練を実施しました。

既存の会議棟と連絡通路で結ばれた南展示棟は総展示面積約20，000㎡で、1Fと4F
の2層構造となっています。各フロアには面積約5，000㎡の展示ホールが２つあるため、
間仕切りの開放で約10，000㎡のホールとしてご利用いただけます。

エレベーター・
自動ドアの設置

2019年4月(予定)に2階の北コンコースと
1階のレストラン街をつなぐエレベーター
を新設します。また、1階の庭園とレストラン
街の間には、自動ドアが設置されるため、
車いす・ベビーカー等でのアクセスがより
便利になります。

安全・安心のための取り組み
北コンコース レストラン街

※訓練の様子※イメージ



防災・減災対策からセキュリティ・テロ対策まで、国内外の危機
管理に関する製品・技術・サービス・情報などを対象とする
危機管理の総合展示会を2005年から毎年主催しています。

●危機管理産業展2019(RISCON)
    テロ対策特殊装備展’19(SEECAT)
    2019年10月2日～4日開催

「第46回東京モーターショー2019」は
一般社団法人日本自動車工業会の主催
により開催されます。当社は、運営業務
の一部を受託しています。

●第46回東京モーターショー2019
　2019年10月24日～11月4日開催

映像業界の若手クリエーターの登竜門として、また地域振興の一環と
して、会議棟壁面を活用したプロジェクションマッピングのイベント
を主催しています。

●有明・冬フェス2019東京国際プロジェクションマッピングアワードVol.4
    2019年11月開催

臨海地域と連携し、年十数回、会議棟の壁面をライトアップし、社会
運動への支援及び賛同のメッセージを発信しています。
※アウェアネスカラーとは、社会
運動のシンボルカラーのリボンを
着装したり、建造物をシンボルカ
ラーにライトアップすることで、そ
の運動への支援・賛同を表す色。

●アウェアネスカラーライトアップ

有明南エリアの就業者・学生のみなさまに向けた各種イベントの
開催や情報発信活動「CLUB ARIAKE」を２０１９年１月から始めて
います。

●有明エリアマネジメント連絡会の取り組み

国内中小企業の販路開拓支援を目的に、海外展示会へ
の出展や運営事業のサポートを行っています。今後も海
外での活動を展開し、国内外の企業や来場者の相互誘
致を促進します。
・パリエアショーTMAN出展・運営業務 2019年6月17日
～23日

●中小企業の海外出展補助（国際事業）

TFTビルのアトリウムシャワー
ツリー前では、年数回のランチ
コンサートやクリスマスコンサート
を開催し、お昼の優雅なひと時を
ご提供しています。

●TFTビル　ランチコンサート

東日本大震災に対する意識の風化防止と次世代の育成を目的に、
東京・東北・海外から300名以上の学生が集結し、復興について考え
るイベントが６回目の開催を迎えます。
前日には「夏祭り＝生きる力」をテーマに、学生による郷土芸能の発表
やプロジェクションマッピングと花火が有明の夏の夜を盛り上げる
STAND UP FESTIVALを開催しています。

●STAND UP SUMMIT 2019／STAND UP FESTIVAL
　2019年8月5,6日開催

産業交流展は、首都圏に事業所を有する個性あふれる中
小企業等に、優れた技術や製品の展示機会とビジネス
チャンスの提供を目的に毎年、東京ビッグサイトにて開
催されています。

●産業交流展2019
　2019年11月13日～15日開催

アジア太平洋地域の展示会業界関係者が集い、交流の機会
を提供します。本年のテーマ「Facing the future-未来を見
据える」を軸に、業界の世界的なトレンドや課題について
共有します。当社はホストとして会場を提供し、運営を担
います。また、当社は引き続き、Global Exhibition Dayに
参加します。UFIは、毎年6月の第一水曜日を世界見本市の
日と定めており、2018年は85ヶ国・地域が参加しました。

●UFI(国際見本市連盟)
    アジアパシフィックコンファレンスの開催
　2019年3月14、15日

#地域の賑わい・CSR活動#主催・運営事業

#東京都との連携・協力

イベントをはじめとした賑わいの創出など、臨海エリアの
地域振興に向けた取り組みを、今年も積極的に行っていきます。

●ACTIVE KIDS FESTA in TOKYOBAY ARIAKE
    2019年4月、10月開催
２～５歳を対象としたランニングバイクの大会(ARIAKE KIDS CUP)
を中心とした「子供たちやファミリーにはじめの第一歩を提供してい
こう！」というコンセプトの
イベントです。毎年２回、東
京ビッグサイト前のイースト
プロムナードで開催され、当
社は運営協力として、イベ
ント開催に貢献しています。

※写真は全て前回の様子　　※催事の開催は予定です。※写真は全て前回の様子

※東京開催発表時の様子
　（UFI ASIA-Pacific Conference 2018/マレーシアにて）

※Global Exhibition Dayへの
　参加を表す写真

※TMAN(Tokyo Metropolitan Aviation Network)は
　東京エリアのものづくり企業コミュニティです。
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